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「東北振興」

• 東北振興政策
1980年代の沿海都市開放、1990年代の上海浦東開発、2000年代の西部
大開発に並ぶ中国政府による重要国家戦略。

• 東北地区振興計画
• 東北3省と内モンゴル自治区東部を対象範囲とし、対象土地面積145万

平方km、総人口1.2億人。
• 「第11次５カ年計画」（2006～2010年）期間を重点とし、重要な問題は

2020年までを視野に入れる。
• ①改革開放、②構造調整、③地域内の協調した発展、④資源枯渇型都

市の産業構造の転換、⑤省エネルギー・環境、⑥社会事業（教育・文化
等）の発展を指導方針とし、各産業分野（工業・農業・サービス業）の発展
やインフラの整備、環境保全対策等を具体的に明示。



長江・珠江デルタ地域との経済の比較（1）
-基本指標の比較

東北３省 長江デルタ 珠江デルタ

78.9 21.1 18.6

8.2% 2.2% 1.9%

10,874 14,685 9,544

8.2% 11.1% 7.2%

28,196 65,498 35,696

9.3% 21.6% 11.8%

珠江デルタ（広東省）。人口は2008年末現在。

出所)中国統計年鑑2009等。

注：東北三省（遼寧省・吉林省・黒龍江省）、長江デルタ（上海市・江蘇省・浙江省）、
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長江・珠江デルタ地域との経済の比較（2）
-GDPの推移
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東北地方経済の推移
－第二次産業生産額シェアの推移

1 遼寧 14.1% 1 上海 12.1% 1 江蘇 9.0% 1 広東 12.6%

2 上海 13.6% 2 遼寧 9.3% 2 山東 8.2% 2 山東 12.1%

3 江蘇 6.0% 3 江蘇 7.5% 3 広東 7.6% 3 江蘇 11.4%

4 河南 5.8% 4 山東 6.8% 4 遼寧 7.0% 4 浙江 7.9%

5 黒龍江 5.5% 5 黒龍江 6.1% 5 上海 6.3% 5 河南 7.2%

6 河北 5.4% 6 四川 5.4% 6 四川 5.6% 6 河北 6.0%

7 山東 5.1% 7 河北 5.3% 7 浙江 5.3% 7 遼寧 5.1%

8 四川 4.7% 8 広東 4.9% 8 河北 5.0% 8 上海 4.3%

9 天津 4.4% 9 北京 4.4% 9 黒龍江 4.7% 13黒龍江 3.0%

10吉林 3.2% 16吉林 2.5% 16 吉林 2.4% 21吉林 2.1%

22.8% 17.9% 14.1% 10.2%

141.8 1,745.2 7,717.4 146,183.4

注：全国の第二次産業生産額の単位は（億元）。

出所）新中国五十年統計資料集、中国統計年鑑2009
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東北地方の天然資源（1）
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原油 遼寧省
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31.5％ （28.9億トン）

6.6％ （3兆4,049億立方米）

4.0％ （3,261億トン）

31.9％ （226億トン）
85.2％（19.2億トン）

注： 下線のパーセントの数値は東北3省合計の推定埋蔵量の割合。
（カッコ）内の数値は全中国での推定埋蔵量。

出所）中国統計年鑑2009



東北地方の天然資源（2）

出所）中国統計年鑑2009、 主な生産地域は瀋陽総領事館まとめ。



瀋陽を中心とした遼寧中部都市群

出所） 東北3省各省統計年鑑2008等。



各都市の主要産業

• 瀋陽市： 総合重工業基地

自動車及び部品、設備機械、IT、化学、製薬、

農産品加工

• 鉄嶺市： 農業、機械、軽工業、建材

• 撫順市： 冶金、石油化学、鉱業、金属産業

• 本渓市： 製鉄、石油化学、製薬

• 鞍山市： 鉱業、製鉄、設備機械、紡績、石油化学

• 遼陽市： 石油化学、自動車部品、製鉄、化学繊維産業



中部都市群の大気汚染状況
（瀋陽市、鉄嶺市、撫順市、本渓市、鞍山市、遼陽市の6都市を対象に）

• 大気汚染源

• 主に工場や企業に設置されているボイラー、炉窯や生産段階の技術装置によるものである。
（それらの所有量は全省のそれぞれ62.9％、35.9％、83.5％に占めている）

• ボイラ－電力・蒸気・熱水の生産・供給部門及び教育部門

• 炉窯－非金属鉱物製品部門、鉄製錬及び圧延加工部門

• 生産段階の技術装置－非金属鉱物製品部門

• 燃料消耗状況
• 石炭、コークス、石油、練炭の年間消費量は全省のそれぞれ56％、86％、24％、78％を占

めている。

• 石炭－鞍山、瀋陽 コークス－鞍山、瀋陽

• 石油－瀋陽、撫順 練炭－本渓、鉄嶺

• 大気汚染物質の排出状況

• 汚染物質の年排出量は、煙塵、粉塵、二酸化硫黄、窒素酸化物、一酸化炭素の順でそれ
ぞれ全省の排出量の61％、59％、52％、62％、56％を占めている。

• 二酸化硫黄－鞍山、瀋陽、本渓 窒素酸化物－鞍山、瀋陽、遼陽



都市間の大気汚染問題

• 中部都市群は発達した高速道路網により各中小都市が連結され、瀋陽
市を中心とした総合地域に発展した。この地域には高エネルギー消耗、
高汚染の工業部門と大・中企業が集中しており、相互影響や重複汚染を
起こしている。

• 中部都市群には都市が集中しており、都市間の距離が平均わずか30キロ
余りである。シミュレーションによると二酸化硫黄の都市間の相互影響は
国内のその他地域より遥かに大きい。

• 都市化と県域経済の発展につれ、高速道路は都市間の距離を徐々に縮
小し、経済・社会的相互影響が次第に大きくなっている。同時に大気汚染
源がだんだん市街地から離れ、また排出高度が高くなるため、その影響
距離が長くなり、影響範囲も拡大し、都市間の大気汚染問題がだんだん
突出してくる。



大気汚染の都市間影響の総合分析
中部各都市の所有排出源累計から他都市の制御点のSO2年平均濃度への影響（％）

注：奥行き軸は発生源都市を、横軸は被影響都市を表す。



大気汚染状況への予測

• 予測したエネルギー消費量（2010年）

• 予測した大気汚染物質の排出量（2010年）

• SO2の排出量

ボイラー－33億1291万トン、炉窯－14億0056万トン、生産段階中の技術装置－7480万トン

• NOxの排出量

ボイラー－34億8729万トン、炉窯－12億1803万トン、生産段階中の技術装置－6785万トン



2007年の実際排出量と2010年予測排出量の比較



瀋陽市のSO2排出量の変化



瀋陽市のSO2発生誘発分析
• 最終需要項目別のSO2発生誘発量

• 最終需要項目別のSO2発生誘発係数



分析結果（一）

• 1987年に比べて、在庫以外の最終重要項目
のSO2発生の絶対誘発量は増えているが、そ
の誘発係数は減少傾向である。

• 生産供給の一環でSO2発生量が削減されたと
言える。



瀋陽市の各要因別SO2排出量の指数変化



分析結果（二）

• 除去要因による排出量の削減と発生構造の改善による貢献
が大きい。

• 産業構造の高度化を目指して支柱産業の「化学工業」、「機
械設備工業」などの産業に技術改善が果たされたと言えよう。

• 「金属精錬・圧延加工業」－旧基幹産業の衰退

「電力・スチーム・水道建設・供給業」－除去と発生構造による
削減効果も見られるが、 1987年から2002年にかけてSO2排出
量が増加しつつある。



まとめ

• 各都市の主要汚染物質の排出はある程度抑
えられたといえるが、都市間汚染の相互影響、
車の急増加、重複産業による生産などの複雑
な要因により、大気汚染がさらに深刻化される
可能性も潜んでいると考えられる。



今後の課題

• 遼寧省中部都市群の各都市の産業構造の変化、そ
れに伴う排出量の変化、脱煙・脱硫措置の設置、技
術革新などの実態を把握する。

• 遼寧中部都市群の形成及びその発展により、交易
や貿易などを通じて周辺地域または近隣の北東ア
ジアの国々との相互影響を分析する。
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